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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機前方から視認可能な位置に遊技盤を備え、この遊技盤の前面を、遊技球を誘導す
るレールにより区画し、その内側に前記レールにより誘導された遊技球が流下する遊技領
域を形成し、この遊技領域内に入賞役物を備え、
　前記入賞役物内の有利口に遊技球が入球することにより遊技者に特典を付与し、同入賞
役物内の不利口に遊技球が入球することにより遊技者に前記特典よりも不利な特典を付与
する、或いは特典を付与しない遊技機において、
　前記入賞役物は、
　前記有利口に遊技球をガイドする入賞ガイド部を有し、所定動作によって同入賞ガイド
部を変位させる誘導体と、
　前記誘導体に所定動作させる駆動手段と、
　前記誘導体に遊技球を案内し得るものであって、円環状に形成された案内通路を有する
案内手段と、
　前記案内手段に遊技球を導入する導入部と
を備え、
　前記案内通路は、第１案内通路と第２案内通路とに区分されており、
　前記案内手段は、前記導入部から前記案内手段に導入された遊技球を前記第１案内通路
及び前記第２案内通路のいずれかに振り分ける分岐部を備え、
　前記第１案内通路は、前記分岐部から時計回り方向に延びた通路であり、
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　前記第２案内通路は、前記分岐部から反時計回り方向に延びた通路であり、
　前記案内手段は、前記各案内通路の合流部位に配置され、各案内通路により案内された
遊技球を前記誘導体に案内する特定案内部を備え、
　前記誘導体の所定動作によって前記入賞ガイド部が前記特定案内部と位置合わせされた
場合に遊技球が同入賞ガイド部にガイドされ、前記入賞ガイド部にガイドされない遊技球
は前記不利口に入球するよう構成し、
　前記分岐部及び前記特定案内部は、前記第１案内通路の通路長と前記第２案内通路の通
路長とが異なるように、互いに前記案内通路の円環の中心に対して非対称に配置されてお
り、
　前記案内通路の外周縁に、前記案内通路を流下する遊技球と当接することにより前記案
内通路の外周縁から遊技球が落下するのを規制する側壁部を設ける一方、前記案内通路の
内周縁を開放させ、
　前記案内通路の内周側には、前記案内通路の内周縁から落下した遊技球を前記不利口に
導く不利口導通路が形成されていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記導入部は、
　外周部から内周部に向けて徐々に低位となるテーパ状に形成された転動部と、
　前記転動部の中央に設けられ、遊技球が通過可能な通過孔と、
を備え、
　前記案内通路における前記分岐部の内側には、前記通過孔を通過した遊技球を前記分岐
部に誘導する誘導通路が形成されており、
　前記転動部は、前記分岐部を上方から覆いつつ前記特定案内部を上方から覆わないよう
に、前記案内通路の円環の中心に対して前記分岐部側に偏心した位置に配置されているこ
とを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の一種である弾球遊技機では、例えば、遊技に際して遊技球が打ち出されること
となる遊技領域内に入賞役物を備えたものが知られている。入賞役物には有利口（入賞口
等）が設けられており、有利口に遊技球が入球することで遊技球の払い出し等といった利
益が遊技者に付与される（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　また、入賞役物として、例えば遊技球を有利口にガイドするガイド部と、回転動作等の
所定動作によって前記ガイド部を変位させる誘導体が設けられているものがある。この入
賞役物には、誘導体に向けて遊技球が流下するための通路及び入賞役物内に入球した遊技
球を落下等によって同通路に導入させる導入部もまた設けられている。かかる構成によれ
ば、入賞役物に入球した遊技球は、導入部から落下等によって通路に到達し、そこから流
下して誘導体に到達する。そして、ガイド部が遊技球をガイドし得るタイミングと、遊技
球が誘導体に到達するタイミングとが合うことで、遊技球がガイド部によって有利口にガ
イドされる。
【０００４】
　しかしながら、上記入賞役物では、変位するガイド部が遊技球をガイドし得るタイミン
グの周期を計ると共に、導入部から通路に導入された遊技球が誘導体に到達するために要
する時間を計ることが可能である。これにより、上記の周期や時間を計り、遊技機に外力
を加えて（例えば遊技機を叩いて）遊技球をあるタイミングで導入部から通路に落下させ
、遊技球を有利口に入球させる不正が為されるおそれが大いにある。また、この遊技機に
外力を加える行為によって、遊技機が破損するおそれも生じる。
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【特許文献１】特開２００３－３２５８１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記例示した事情等に鑑みてなされたものであり、遊技機に外力を加える行
為によって不正に有利口に遊技球を入球させることを抑制することのできる遊技機を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、遊技機前方から視認可能な位置に
遊技盤を備え、この遊技盤の前面を、遊技球を誘導するレールにより区画し、その内側に
前記レールにより誘導された遊技球が流下する遊技領域を形成し、この遊技領域内に入賞
役物を備え、前記入賞役物内の有利口に遊技球が入球することにより遊技者に特典を付与
し、同入賞役物内の不利口に遊技球が入球することにより遊技者に前記特典よりも不利な
特典を付与する、或いは特典を付与しない遊技機において、前記入賞役物は、前記有利口
に遊技球をガイドする入賞ガイド部を有し、所定動作によって同入賞ガイド部を変位させ
る誘導体と、前記誘導体に所定動作させる駆動手段と、前記誘導体に遊技球を案内し得る
ものであって、円環状に形成された案内通路を有する案内手段と、前記案内手段に遊技球
を導入する導入部とを備え、前記案内通路は、第１案内通路と第２案内通路とに区分され
ており、前記案内手段は、前記導入部から前記案内手段に導入された遊技球を前記第１案
内通路及び前記第２案内通路のいずれかに振り分ける分岐部を備え、前記第１案内通路は
、前記分岐部から時計回り方向に延びた通路であり、前記第２案内通路は、前記分岐部か
ら反時計回り方向に延びた通路であり、前記案内手段は、前記各案内通路の合流部位に配
置され、各案内通路により案内された遊技球を前記誘導体に案内する特定案内部を備え、
前記誘導体の所定動作によって前記入賞ガイド部が前記特定案内部と位置合わせされた場
合に遊技球が同入賞ガイド部にガイドされ、前記入賞ガイド部にガイドされない遊技球は
前記不利口に入球するよう構成し、前記分岐部及び前記特定案内部は、前記第１案内通路
の通路長と前記第２案内通路の通路長とが異なるように、互いに前記案内通路の円環の中
心に対して非対称に配置されており、前記案内通路の外周縁に、前記案内通路を流下する
遊技球と当接することにより前記案内通路の外周縁から遊技球が落下するのを規制する側
壁部を設ける一方、前記案内通路の内周縁を開放させ、前記案内通路の内周側には、前記
案内通路の内周縁から落下した遊技球を前記不利口に導く不利口導通路が形成されている
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、遊技機に外力を加える行為によって不正に有利口に遊技球を入球させ
ることを抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　はじめに、本実施の形態から抽出され得る発明群を手段ｎ（ｎ＝１，２，３…）として
区分して示し、それらを必要に応じて効果等を示しつつ説明する。なお以下においては、
理解の容易のため、本実施の形態において対応する構成を括弧書き等で適宜示すが、この
括弧書き等で示した具体的構成に限定されるものではない。
【０００９】
　手段１．遊技機前方から視認可能な位置に遊技盤（遊技盤１０）を備え、この遊技盤の
前面を、遊技球を誘導するレール（レールユニット１１）により区画し、その内側に前記
レールにより誘導された遊技球が流下する遊技領域（遊技領域１２）を形成し、この遊技
領域内に入賞役物（入賞役物２５）を備え、
　前記入賞役物内の有利口（大当たり入賞口）に遊技球が入球することにより遊技者に特
典を付与し、これに対して同入賞役物内の不利口（排出口４７，４８）に遊技球が入球す
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ることにより遊技者に前記特典よりも不利な特典を付与する、或いは特典を付与しない遊
技機において、
　前記入賞役物は、
　前記有利口に遊技球をガイドする入賞ガイド部（入賞ガイド部５５）を有し、所定動作
（回転動作）によって同入賞ガイド部を変位させる誘導体（回転体２７）と、
　前記誘導体に所定動作させる駆動手段（モータ２９）と、
　前記誘導体に遊技球を案内し得る案内通路（案内レーン６１）を有する案内手段（案内
ステージ６０）と、
　前記案内手段に遊技球を導入する導入部（転動ステージ７０）と
を備え、
　前記誘導体の所定動作によって前記入賞ガイド部が前記案内通路の終端部と位置合わせ
された場合に遊技球が同入賞ガイド部にガイドされ、前記入賞ガイド部にガイドされない
遊技球は前記不利口に入球するよう構成し、
　前記案内通路を、その通路方向に延びる両側部のうち少なくとも片側が開放するように
形成し、
　前記開放側の下方領域に、遊技球を前記不利口に導くための不利口導通路（排出レーン
４１）を設け、
　さらに、前記案内通路を複数形成し、前記導入部から前記案内手段に導入された遊技球
を複数の案内通路から１の案内通路に振り分ける分岐部（分岐部６５）を設け、
　前記複数の案内通路において、遊技球が前記分岐部から各案内通路の終端部に至るまで
に要する時間を異なるように構成したことを特徴とする遊技機。
【００１０】
　手段１の遊技機では、入賞役物内に入球した遊技球は導入部から案内手段に導入される
。この案内手段に導入された遊技球は、案内通路を流下して誘導体に到達する。誘導体に
到達した遊技球は、同誘導体の所定動作によって入賞ガイド部が案内通路の終端部と位置
合わせされた場合に、同入賞ガイド部によって有利口へガイドされる。そして、有利口に
遊技球が入球することで、遊技者に特典が付与されることとなる。一方、入賞ガイド部に
ガイドされなかった遊技球は不利口に入球する。不利口に遊技球が入球すると、有利口に
遊技球が入球した場合に付与される特典と比して不利な特典が付与される、或いは特典が
付与されない。このため、遊技者は遊技球が有利口に入球することを期待する。
【００１１】
　案内通路は複数形成されている。そして、導入部から案内手段に導入された遊技球を複
数の案内通路から１の案内通路に振り分ける分岐部が設けられている。したがって、分岐
部に到達した遊技球は、分岐部によって振り分けられた１の案内通路を流下して誘導体に
案内される。さらに、複数の案内通路において、遊技球が分岐部から終端部（誘導体）に
到達するまでに要する時間（以下では、流下時間とも称する）が異なっている。ここで入
賞役物に対して行われ得る不正行為として、入賞ガイド部が案内通路の終端部と位置合わ
せされる周期と流下時間とから遊技球を如何なるタイミングで導入部から案内手段に導入
させるかを計り、そのタイミングで遊技機に外力を加えて不正に遊技球を入賞ガイド部に
ガイドさせて利益を得る行為がある。
【００１２】
　本構成でも上記タイミングを案内通路毎に計ることは可能である。ところが、それらタ
イミングは案内通路毎で異なり、且つ分岐部によって遊技球が１の案内通路に振り分けら
れる。このため、上記不正行為のように、あるタイミングで遊技機に外力を加えたとして
も、遊技球がそのタイミングと対応した案内通路を流下するとは限らない。
【００１３】
　また、案内通路は、その通路方向に延びる両側部のうち少なくとも片側が開放するよう
に形成されている。これにより、案内通路を流下する遊技球は同案内通路から落下し得る
。この開放側の下方領域には不利口導通路が設けられている。したがって、案内通路を流
下する遊技球が落下すると、不利口導通路に到達して不利口に導かれる。この結果、遊技
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球が案内通路を流下している最中に遊技機を叩いたりする行為を行うと、遊技球が不利口
導通路に落下し得る。
【００１４】
　以上により、遊技機に外力を加える行為によって不正に有利口に遊技球を入球させるこ
とを抑制することができる。さらに、遊技機に外力を加える行為を抑制することから、遊
技機が破損することを防ぐことができる。
【００１５】
　手段２．手段１において、前記複数の案内通路をそれぞれ異なる長さに形成したことを
特徴とする遊技機。
【００１６】
　手段２によれば、複数の案内通路において、分岐部から誘導体までの長さが異なる。こ
の結果、たとえ各案内通路の傾きその他の構成が同一であったとしても、遊技球が終端部
に至るまでの流下時間を案内通路相互で異ならせることができる。したがって、簡易な構
成で、手段１の効果を奏することのできる案内手段を提供することができる。
【００１７】
　手段３．手段１又は手段２において、前記案内通路毎に、遊技球の流下速度が異なるよ
うに構成したことを特徴とする遊技機。
【００１８】
　手段３によれば、案内通路毎における遊技球の流下速度を異ならせることにより、案内
通路毎に異なる流下時間を実現した。この結果、手段１の効果を奏することとなる。なお
、遊技球の流下速度を案内通路相互で異ならせる構成として、例えば、各案内通路の傾き
を異ならせる構成がある。この場合、たとえ案内通路の長さその他の構成が同一であった
としても、遊技球の流下速度を案内通路相互で異ならせることができ、故に流下時間を異
ならせることができる。
【００１９】
　手段４．手段１乃至手段３のいずれかにおいて、前記複数の案内通路として、第１案内
通路（第１通路６６）と第２案内通路（第２通路６７）との２種類で構成したことを特徴
とする遊技機。
【００２０】
　手段４によれば、分岐部から誘導体までの案内通路として、第１案内通路及び第２案内
通路の２種類の通路が構成される。手段１の効果を奏するためには、少なくとも案内通路
が２以上必要である。ここで、案内通路を３以上として構成する場合、その案内通路の多
さから案内手段の構成が複雑になるおそれがある。よって、本構成のように案内通路を２
とする構成により、案内手段の複雑化を抑えつつ、好適に手段１の効果を奏することがで
きる。
【００２１】
　手段５．手段４において、前記案内通路を略円環状に形成すると共に、同案内通路に前
記分岐部を設け、
　その案内通路における前記分岐部から時計回り方向への通路を前記第１案内通路とする
と共に、反時計回り方向への通路を前記第２案内通路としたことを特徴とする遊技機。
【００２２】
　手段５によれば、案内通路は略円環状に形成されている。そして、案内通路には分岐部
が設けられており、その分岐部から時計回り方向への通路が第１案内通路とされ、反時計
回り方向への通路が第２案内通路とされている。これにより、第１案内通路及び第２案内
通路を別個に形成する場合と比して、両通路を容易に形成することができる。
【００２３】
　手段６．手段１乃至手段５のいずれかにおいて、前記分岐部を、前記案内通路の上面よ
り上に凸となるように形成すると共に、前記導入部から遊技球が同分岐部の頂部（中央部
６５ａ）に導入されるよう構成したことを特徴とする遊技機。
【００２４】
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　手段６によれば、分岐部は案内通路の上面よりも上に凸となるように形成されている。
そして、導入部から遊技球が分岐部の頂部に導入される。頂部に導入された遊技球は、例
えば自転具合といったその時々の状況で複数の案内通路から１の案内通路に振り分けられ
る。よって、分岐部の構成を複雑にすることなく、手段１の効果を奏することができる。
【００２５】
　手段７．手段１乃至手段６のいずれかにおいて、前記複数の案内通路の終端部が合流す
るように形成すると共に、その合流部位に連続して前記誘導体に遊技球を案内するための
案内部（案内通路６４）を形成したことを特徴とする遊技機。
【００２６】
　手段７によれば、複数の案内通路の終端部が合流しており、その合流部から連続して遊
技球を誘導体に案内するための案内部が形成されている。仮に、複数の案内通路の終端部
が合流せず、独立している場合では、遊技球を案内通路毎に誘導体に案内するよう案内部
を形成する必要がある。この点、本構成では、１の案内部を形成すれば良いため、案内手
段の構成を簡易なものにすることができる。
【００２７】
　手段８．手段７において、前記案内部を、遊技球の流下方向に延びる両側部のうち少な
くとも片側が開放するように形成し、
　前記開放側の下方領域に、前記不利口導通路を設けたことを特徴とする遊技機。
【００２８】
　手段８によれば、案内部は、遊技球の流下方向に延びる両側部のうち少なくとも片側が
開放するように形成されている。これにより、案内部を流下する遊技球は同案内部から落
下し得る。この開放側の下方領域には不利口導通路が設けられている。したがって、案内
部を流下する遊技球が落下すると、不利口導通路に到達して不利口に導かれる。この結果
、遊技球が案内部を流下している最中に遊技機を叩いたりする行為を行うと、遊技球が不
利口導通路に落下し得るため、前記行為を抑制することができる。
【００２９】
　手段９．手段１乃至手段８において、前記案内通路の上面を下に凸となる湾曲状に形成
し、その上面の曲率半径を遊技球の半径よりも大きくしたことを特徴とする遊技機。
【００３０】
　手段９によれば、案内通路の上面は下に凸となる湾曲状に形成されている。このため、
案内通路を流下する遊技球が落下し難くなっている。これにより、案内通路を流下する遊
技球が誘導体に到達し難いことによる遊技興趣の低下を防ぐことができる。また、案内通
路の上面の曲率半径は遊技球の半径よりも大きい。これにより、本構成は、案内通路から
遊技球が完全に落下しない構成とはならず、故に手段８の効果を損なうことはない。
【００３１】
　手段１０．手段１乃至手段９のいずれかにおいて、前記導入部は、前記案内手段に遊技
球を落下させて導入する孔部（孔部７２）と、同孔部の周囲を遊技球が転動する転動部（
転動部７１）とを備えたことを特徴とする遊技機。
【００３２】
　手段１０によれば、入賞役物に入球した遊技球は、導入部の転動部において、孔部の周
囲を転動する。転動する遊技球はいずれ転動部に形成された孔部を落下して案内手段に導
入される。これにより、導入部から案内手段に導入される遊技球のタイミングが計り難く
なり、手段１で述べた不正行為を一層抑制することができる。
【００３３】
　手段１１．手段１乃至手段１０のいずれかにおいて、前記駆動手段を制御する制御手段
（主制御装置８０）を備え、
　前記制御手段は、前記誘導体が一定速度で所定動作するよう前記駆動手段を制御するこ
とを特徴とする遊技機。
【００３４】
　手段１１によれば、誘導体は、一定速度で所定動作する。手段１で述べた不正行為を抑
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制するために、誘導体の所定動作を不規則にする構成が考えられる。ところが、この構成
であれば、制御手段の処理負荷が増加する。この点、上記各手段により、誘導体が一定速
度で所定動作する構成であっても、手段１で述べた不正行為を抑制することができ、よっ
て、制御手段の処理負荷の低減を図ることができる。
【００３５】
　手段１２．遊技機前方から視認可能な位置に遊技盤（遊技盤１０）を備え、この遊技盤
の前面を、遊技球を誘導するレール（レールユニット１１）により区画し、その内側に前
記レールにより誘導された遊技球が落下する遊技領域（遊技領域１２）を形成し、この遊
技領域内に入賞役物（入賞役物２５）を備え、
　前記入賞役物内の有利口（大当たり入賞口）に遊技球が入球することにより遊技者に特
典を付与し、これに対して同入賞役物内の不利口（排出口４７，４８）に遊技球が入球す
ることにより遊技者に前記特典よりも不利な特典を付与する、或いは特典を付与しない遊
技機において、
　前記入賞役物は、
　略円環状に形成され、前記不利口に遊技球を導く不利口導通路（排出レーン４１）を有
する胴体（胴体２６）と、
　前記不利口導通路の内方に設けられ、前記有利口に遊技球をガイドする入賞ガイド部（
入賞ガイド部５５）を回転動作によって同入賞ガイド部を変位させる回転体（回転体２７
）と、
　前記回転体を回転動作させる駆動手段（モータ２９）と、
　前記不利口導通路の外周に沿うように略円環状に形成された案内通路（案内レーン６１
）を有する案内手段（案内ステージ６０）と、
　前記案内手段に遊技球を導入する導入部（転動ステージ７０）と
を備え、
　前記回転体の回転動作によって前記入賞ガイド部が前記案内通路の終端部と位置合わせ
された場合に遊技球が同入賞ガイド部にガイドされ、これに対し前記入賞ガイド部によっ
てガイドされなかった遊技球が前記不利口導通路から前記不利口に導かれるよう構成し、
　前記案内通路において、時計回り方向への通路である第１案内通路（第１通路６６）と
反時計回り方向への通路である第２案内通路（第２通路６７）とを形成すると共に、前記
導入部から前記案内手段に導入された遊技球を前記第１案内通路又は第２案内通路に振り
分ける分岐部（分岐部６５）を設け、さらに、前記第１案内通路の終端部と第２案内通路
の終端部とが合流する部位に遊技球を前記回転体に案内する案内部（案内通路６４）を形
成し、
　前記第１案内通路と前記第２案内通路とで、遊技球が前記分岐部から前記案内部に至る
までに要する時間を異ならせるべく、前記分岐部を、前記案内部から前記案内通路が２等
分にされる部位以外の部位に設けたことを特徴とする遊技機。
【００３６】
　手段１２の遊技機では、入賞役物内に入球した遊技球は導入部から案内手段に導入され
る。この案内手段に導入された遊技球は、案内通路を流下して回転体に到達する。回転体
に到達した遊技球は、同回転体の回転動作によって入賞ガイド部に取り込まれると有利口
にガイドされる。そして、有利口に遊技球が入球することで、遊技者に特典が付与される
こととなる。一方、入賞ガイド部にガイドされなかった遊技球は不利口導通路から不利口
に導かれる。不利口に遊技球が入球すると、有利口に遊技球が入球した場合に付与される
特典と比して不利な特典が付与される、このため、遊技者は遊技球が有利口に入球するこ
とに期待する。
【００３７】
　案内通路は、略円環状に形成されており、時計回り方向の第１案内通路と反時計回り方
向の第２案内通路とが形成されている。そして、第１案内通路と第２案内通路との終端部
には遊技球を回転体に案内する案内部が形成されている。また、第１案内通路と第２案内
通路との分岐する部位であり、導入部から案内手段に導入された遊技球が到達する部位に
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は、遊技球を第１案内通路又は第２案内通路に振り分ける分岐部が設けられている。そし
て、分岐部は、案内部から案内通路を２等分する部位以外の部位に設けられている。これ
により、第１案内通路の長さと第２案内通路の長さとが異なるため、第１案内通路と第２
案内通路とでは、遊技球が分岐部から案内部に至るまでに要する時間（以下では、流下時
間とも称する）が異なる結果となる。ここで入賞役物に対して行われ得る不正行為として
、入賞ガイド部が案内通路の終端部（案内部）と位置合わせされる周期と流下時間とから
遊技球を如何なるタイミングで導入部から案内手段に導入させるかを計り、そのタイミン
グで遊技機に外力を加えて不正に遊技球を入賞ガイド部にガイドさせて利益を得る行為で
ある。
【００３８】
　本構成でも上記タイミングを第１案内通路と第２案内通路とで計ることは可能である。
ところが、両タイミングは異なり、且つ分岐部によって遊技球が１の案内通路に振り分け
られる。このため、上記不正行為のように、あるタイミングで遊技機に外力を加えたとし
ても、遊技球がそのタイミングと対応した案内通路を流下するとは限らない。
【００３９】
　以上により、遊技機に外力を加える行為によって不正に有利口に遊技球を入球させるこ
とを抑制することができる。さらに、遊技機に外力を加える行為を抑制することから、遊
技機が破損することを防ぐことができる。
【００４０】
　また、本構成のように案内通路を略円環状に形成したことにより、第１案内通路及び第
２案内通路を容易に形成することができる。
【００４１】
　また、分岐部を、案内部から案内通路が２等分にされる部位以外の部位に設けたことに
より、遊技者に第１案内通路と第２案内通路とでは流下時間が異なることを容易に認識さ
せることができる。ここで、分岐部を案内部から案内通路が２等分される部位に設けて、
第１案内通路と第２案内通路との流下時間が異なる構成（例えば、第１案内通路と第２案
内通路との傾きが異なる構成）を考える。この場合、遊技者は、実際に遊技球が第１案内
通路と第２案内通路とを流下しないと夫々の通路で流下時間が異なることを知ることが難
しい。これにより、遊技者は、流下時間が夫々の通路で異なることを認識するまで遊技機
に外力を加えるおそれがある。この点、本構成では、実際に遊技球が夫々の通路を流下し
なくても、流下時間が異なることを知ることができるため、上記問題を解消することがで
きる。
【００４２】
　手段１３．手段１２において、前記不利口導通路の内周縁部に同不利口導通路と前記回
転体とを隔てる壁部（内壁部５１）を設け、
　前記壁部に、前記案内部と対応する位置に開口部（切欠部３６）を形成したことを特徴
とする遊技機。
【００４３】
　手段１３によれば、不利口導通路の内周縁部には壁部が設けられており、この壁部によ
って不利口導通路とその内方にある回転体とが隔てられている。ここで、不利口導通路の
内周縁部に壁部を設けない構成を考える。この場合、不利口導通路の内方には回転体があ
るため、遊技機に外力を加えて案内通路を流下する遊技球を不利口導通路に落下させ、更
に遊技機に外力を加えて不利口導通路からその内方に位置する回転体の入賞ガイド部に遊
技球を取り込ませるといった不正行為が考えられる。この点、本構成であれば、壁部によ
って不利口導通路から回転体の入賞ガイド部に遊技球を取り込ませることができないため
、前記不正行為を抑制することができる。また、壁部には案内部と対応する位置に開口部
が形成されている。これにより、案内通路を流下して案内部に到達した遊技球は、壁部に
干渉されることなく回転体に到達し得る。
【００４４】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
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【００４５】
　まず図１を用いて入賞役物ユニット２０が設けられたパチンコ遊技機（以下、「パチン
コ機」という）の遊技盤１０の構成について説明する。遊技盤１０の盤面はレールユニッ
ト１１により内外領域に区画され、略円形状に区画された内側領域が遊技領域１２とされ
ている。そして、図示しない遊技球発射ハンドルが遊技者により操作されることで、遊技
球がレールユニット１１を介して遊技領域１２内に打ち出される。この遊技領域１２には
、ルータ加工が施されることによって前後方向に貫通する大小複数の開口部が形成されて
おり、各開口部には一般入賞口１３、可変入賞装置１４及び入賞役物ユニット２０が設け
られている。本実施の形態では、入賞役物ユニット２０が遊技盤１０の略中央に配置され
、その上方及び下方には一般入賞口１３が配置され、さらにその下方に可変入賞装置１４
が配置されている。
【００４６】
　一般入賞口１３に遊技球が入ると、一般入賞口検出センサ１３ａ（図９参照）により検
出され、その検出結果に基づいて所定数の賞品球が払い出される。また、入賞役物ユニッ
ト２０内に遊技球が入り、さらにその遊技球が入賞役物ユニット２０に設けられた有利口
としての大当たり入賞口に入るとそれが大当たり入賞口検出センサ１８（図９参照）によ
り検出され、大当たり遊技状態となる。大当たり遊技状態になると、通常時においては閉
状態となっている可変入賞装置１４が開放状態となる。そして、可変入賞装置１４内に遊
技球が入ると、それが特別入賞口検出センサ１４ａ（図９参照）により検出され、その検
出結果に基づいて所定数の賞品球が払い出される。可変入賞装置１４の開放態様としては
、所定時間（例えば３０秒間）の経過又は所定個数（例えば１０個）の入賞を１ラウンド
として、複数ラウンド（例えば１５ラウンド）を上限として可変入賞装置１４が繰り返し
開放される。また、可変入賞装置１４の別の開放態様として、例えば可変入賞装置１４内
に継続入賞口及び継続入賞口検出センサを設ける構成がある。この構成では、遊技球が継
続入賞口に入球して、継続入賞口検出センサによってその入球が検出されたことを条件に
次ラウンドへ移行し、複数ラウンドを上限として可変入賞装置１４が繰り返し開放される
。
【００４７】
　その他に、遊技盤１０の最下部にはアウト口１５が設けられており、一般入賞口１３な
どに入らなかった遊技球はアウト口１５を通って図示しない球排出路の方へと案内される
ようになっている。また、遊技盤１０には、遊技球の落下方向を適宜分散、調整等するた
めに多数の釘が配設されていると共に、風車１６が配設されている。この場合に、入賞役
物ユニット２０の入口部分には、左右方向に夫々２列に延びるように誘導釘群１９ａが配
設されており、２列の誘導釘群１９ａの間には遊技球を前記入口部分に誘導し得る誘導路
が形成されている。また、誘導釘群１９ａによって形成された誘導路の入口付近には、障
害釘１９ｂが夫々配設されている。この障害釘１９ｂによって遊技球が誘導路に入球し難
くなっており、故に入賞役物ユニット２０に遊技球が入球し難くなっている。また、遊技
盤１０の左右両端には内部に発光体が配設されたランプ部１７が設けられている。ランプ
部１７に設けられた発光体は、上述した大当たり遊技状態時などにおいて所定の態様でオ
ンオフ制御される。また、図示しないが、当該パチンコ機には、スピーカが設けられ、遊
技状態に応じた効果音を発生するようになっている。
【００４８】
　次に、本実施の形態の要部を構成する入賞役物ユニット２０について図２～図７を用い
て説明する。先ず、図２及び図３を用いて入賞役物ユニット２０全体の説明をする。図２
は、入賞役物ユニット２０の正面図であり、図３は、入賞役物ユニット２０を構成する遊
技球誘導板２２及び入賞役物２５の平面図である。
【００４９】
　入賞役物ユニット２０は、図２に示すように、ベース体２１を有しており、同ベース体
２１のフランジ２１ｃが遊技盤１０の表面にネジなどで固定されている。ベース体２１は
、フランジ２１ｃを中間位置として前後に膨出しており内部が空洞となっている。また、



(10) JP 4923493 B2 2012.4.25

10

20

30

40

50

ベース体２１の上縁には、入賞役物ユニット２０内への遊技球入口２１ａが形成されてい
る。さらにベース体２１の前面にはベース体２１の内部空間を視認可能とする開口部２１
ｂが形成されている。ベース体２１の内部空間には、遊技球誘導板２２及び入賞役物２５
が上下に並ぶようにして配設されている。
【００５０】
　遊技球誘導板２２は、略円盤状をしており、開口部２１ｂの上部付近においてベース体
２１に固定されている。遊技球誘導板２２の偏心位置（遊技球入口２１ａより奥側の位置
）には、上下方向に貫通した落下孔２２ａが形成されており、さらに落下孔２２ａから下
方に延びるようにして中空の誘導部２２ｂが形成されている。これら落下孔２２ａ及び誘
導部２２ｂは、入賞役物２５の転動ステージ７０の上方に位置している。また、遊技球誘
導板２２の上面が落下孔２２ａに向けて下方に傾斜している。これにより、遊技球入口２
１ａから遊技球誘導板２２上に到達した遊技球は落下孔２２ａに向けて流下する。
【００５１】
　入賞役物２５は、図４に示すように、胴体２６、回転体２７、案内体２８及び回転体２
７を回転駆動させるための駆動手段としてのモータ２９を備えている。なお、図４は、入
賞役物２５を後方から見た場合の分解斜視図である。したがって、遊技盤１０に入賞役物
ユニット２０が取り付けられた状態では、図４に示す入賞役物２５の手前側が奥側となる
（逆に図４に示す入賞役物２５の奥側が実際には手前側となる）。
【００５２】
　胴体２６は、図５に示すように、合成樹脂により形成された台部３０と排出ステージ４
０とで構成されている。なお、図５もまた図４と同様に胴体２６を後方から見た分解斜視
図である。
【００５３】
　台部３０は、有底の略円筒形状を為し、その略円筒形状の内側領域は、回転体２７を回
転可能に収容する収容部３１となっている。収容部３１の壁部３２には、上下方向に延び
るようにして切欠部３３～３６が形成されている。これら切欠部３３～３６は、およそ遊
技球１．２個分～１．５個分の大きさを有している。なお、切欠部３３～３６は、前記幅
に限定されず、１個の遊技球が通過可能な大きさであり、且つ２個の遊技球が同時に通過
することが不可能な大きさであればよい。切欠部３３は、壁部３２における奥側の位置（
図５では、手前側の位置）に形成されている。切欠部３３は、その下端部３３ａが台部３
０の底部付近まで延びるようにして形成されている。そして、下端部３３ａから台部３０
の外方に向けて、緩やかな下り傾斜となるようにして大当たり入賞通路３７が形成されて
いる。なお、以下では、切欠部３３を、入賞用切欠部３３とも称する。その他の切欠部に
おいて、切欠部３４，３５は、壁部３２の左右部に形成されており、互いに対向している
。切欠部３４，３５は、その下端部３４ａ，３５ａが同じ高さ位置となるように形成され
ている。下端部３４ａ，３５ａの高さ位置は、前記入賞用切欠部３３の下端部３３ａの高
さ位置から、およそ遊技球の半径分より高い位置となっている。切欠部３４，３５は、後
述する排出ステージ４０と共に遊技球の排出機構をなすものであり、以下では切欠部３４
，３５を排出用切欠部３４，３５とも称する。残りの切欠部３６は、入賞用切欠部３３と
向かい合う位置に形成されている。切欠部３６の下端部３６ａは、前記切欠部３４，３５
の下端部３４ａ，３５ａの高さ位置よりも高い位置となっている。また、壁部３２の外周
面において、入賞用切欠部３３の下端部３３ａと、切欠部３４，３５の下端部３４ａ，３
５ａとの間の位置から、台部３０の外方に延びるようにしてフランジ３８が形成されてい
る。フランジ３８には、払出ステージ４０との位置決め用として孔部３８ａが形成されて
いる。さらに、台部３０の底部には、開口３９が形成されている。
【００５４】
　排出ステージ４０は、略円環状の排出レーン４１を有し、全体としても略円環状を為し
ている。排出レーン４１の内周を形成する開口４２の大きさは、上記台部３０の壁部３２
の外周の大きさとほぼ同じになっている。そして、開口４２に台部３０の収容部３１が挿
通されている。排出レーン４１の外周縁部には、上方に延びた外壁部４３が形成されてい
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る。また、排出レーン４１の内周縁部における奥側の位置（図５では、手前側の位置）に
は、上方に突出した突出部４４が形成されている。そして、突出部４４が上記台部３０の
入賞切欠部３３に位置合わせされている。排出レーン４１の上面は、奥側の位置及び手前
側の位置から、その左右部に向かって徐々に低位となるように形成されている。そして、
排出レーン４１の左右部には、排出レーン４１よりも一段低い排出通路４５，４６が形成
されている。排出通路４５，４６は、排出レーン４１の内周縁部から外周縁部（外壁部４
３）に向けて緩やかな下り傾斜となるように形成されている。そして、外壁部４３の、排
出通路４５，４６が位置する部位には、それぞれ不利口としての排出口４７，４８が形成
されている。よって、排出口４７，４８に遊技球を導く前記排出通路４５，４６は、不利
口導通路であるといえる。また、排出ステージ４０において、外壁部４３の上縁部から外
方に延びるようにしてフランジ４９が形成されている。外壁部４３及びフランジ４９の手
前側の部位（突出部４３と向かい合う部位であり、図５では奥側の部位）には、切欠４３
ａ、４９ａが夫々形成されている。さらに、フランジ４９には、案内体２８との位置決め
用として孔部４９ｂが形成されている。また、排出ステージ４０の底部には、台部３０と
の位置合わせ用の凸部が形成されており、この凸部にネジ孔が形成されている。
【００５５】
　胴体２６は、上述のとおり、上記台部３０の入賞用切欠部３３と上記排出用ステージ４
０の突出部４４とが位置合わせされ、台部３０の収容部３１が排出ステージ４０の開口４
２に挿通されている。また、台部３０のフランジ３８の孔部３８ａに排出ステージ４０の
底部に形成された凸部が組み合わされ、台部３０（フランジ３８）に排出ステージ４０が
載置されている。そして、その状態で払出ステージ４０の凸部に形成されたネジ孔にネジ
がねじ込まれて台部３０と排出ステージ４０とが組み付けられている。胴体２６には、入
賞用切欠部３３と排出レーン４１の突出部４４とにより、大当たり入賞通路３７に通じる
入賞開口部５０が形成されている（図４参照）。また、台部３０の壁部３２が、排出レー
ン４１の内周縁部から上方へ突出する。これにより、壁部３２及び突出部４４で、排出レ
ーン４１の内壁部５１が形成されている（図４参照）。この内壁部５１によって排出レー
ン４０を流下する遊技球が収容部３１に落下することを防ぐことができる。したがって、
排出ステージ４０（排出レーン４１）に導かれた遊技球は、外壁部４３及び内壁部５１に
よって確実に排出通路４５，４６に導かれ、排出口４７，４８から排出される。
【００５６】
　胴体２６の底部２６ｃには、ネジ等の締結具により外側からモータ２９が取り付けられ
ている。このモータ２９の上下方向に延びる出力軸２９ａは胴体２６の底部２６ｃに形成
された開口３９を介して収容部３１内に延びており、出力軸２９ａには回転体２７が固定
されている。そして、モータ２９の駆動によって回転体２７が一方向（本実施の形態では
、時計回り方向）に回転される。
【００５７】
　回転体２７は、合成樹脂により略円柱状に形成されている。そして、回転体２７の側面
には、上面から上下方向の長さが異なる、凹状の入賞ガイド部５５及び排出ガイド部５６
が形成されている。入賞ガイド部５５は、その底部５５ａが回転体２７の底部付近となる
ようにして形成されている。一方、排出ガイド部５６は、その底部５６ａが、底部５５ａ
よりも高い位置となるようにして形成されている。入賞ガイド部５５及び排出ガイド部５
６の底部５５ａ，５６ａは、それぞれ外方に向かって緩やかな下り傾斜となっている。ま
た、入賞ガイド部５５を基準として、そこから回転体２７の周方向におよそ１８０度の位
置に排出ガイド部５６が配置されている。
【００５８】
　ここで、回転体２７を胴体２６の収容部３１に収容した状態における入賞ガイド部５５
の底部５５ａと排出ガイド部５６の底部５６ａとの詳細な高さ位置について、図６に基づ
いて説明する。図６（ａ１）～（ｃ１）は、入賞ガイド部５５及び排出ガイド部５６が異
なる位置における平面図を示し、（ａ２）～（ｃ２）の下側の図は、その回転位置におけ
るＡ－Ａ～Ｃ－Ｃ線断面図を示す。
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【００５９】
　図６（ａ１）は、入賞ガイド部５５が大当たり入賞通路３７の位置となった場合の平面
図を示す。この場合、（ａ２）に示すように、入賞ガイド部５５の底部５５ａの高さ位置
は、胴体２６の入賞開口部５０の下端部（つまり、台部３０の入賞用切欠部３３の下端部
３３ａ）よりも若干高い位置となっている。これにより、入賞ガイド部５５の底部５５ａ
にある遊技球は、底部５５ａの傾斜により流下し、入賞開口部５０を介して大当たり入賞
通路３７へと導かれる。
【００６０】
　図６（ｂ１）は、排出ガイド部５６が大当たり入賞通路３７の位置となった場合の平面
図を示す。この場合、（ｂ２）に示すように、排出ガイド部５６の底部５６ａの高さ位置
は、胴体２６の入賞開口部５０の上端部（つまり、排出ステージ４０の突出部４４の下端
部）から若干低い高さ位置となっている。排出ガイド部５６の底部５６ａと入賞開口部５
０の上端部とが形成する隙間の高さ寸法は、遊技球の直径よりも小さくなっている。これ
により、排出ガイド部５６の底部５６ａにある遊技球は、入賞開口部５０を介して大当た
り通路３７へ導かれることはない。なお、排出ガイド部５６の底部５６ａと入賞開口部５
０の上端部とが形成する隙間の高さ寸法を、遊技球の半径よりも小さくすることで、前記
隙間に遊技球が挟まってしまうことを防ぐことができる。
【００６１】
　図６（ｃ１）は、入賞ガイド部５５が排出通路４５の位置となると共に、排出ガイド部
５６が排出通路４６の位置となった場合の平面図を示す。胴体２６において、上記の如く
、排出用切欠部３４の下端部３４ａは、入賞用切欠部３３の下端部３３ａ（入賞開口部５
０の下端部でもある）から、およそ遊技球の半径分だけ高い位置となっている。したがっ
て、（ｃ２）に示すように、入賞ガイド部５５の下端部５５ａの高さ位置は、排出用切欠
部３４の底部３４ａからおよそ遊技球の半径分だけ低い高さ位置となる。これにより、遊
技球が入賞ガイド部５５の底部５５ａにあると、遊技球の流下方向には胴体２６（台部３
０）の壁部３２が位置する。この結果、遊技球が排出通路４５を流下して排出口４７から
排出されることはない。一方、排出ガイド部５６の下端部５６ａの高さ位置は、排出通路
４６の高さ位置よりも若干高い位置となる。これにより、排出ガイド部５６の底部５６ａ
にある遊技球は、底部５６ａの傾斜により流下し、さらに排出通路４６を流下して排出口
４８から排出される。
【００６２】
　次に、案内体２８について図７に基づいて説明する。案内体２８は、合成樹脂により形
成され、上記排出ステージ４０に取り付けられる案内ステージ６０と転動ステージ７０と
で構成されている。なお、図７（ａ）は、上記図４及び図５と同様に、案内体を後方から
見た場合の分解斜視図であり、（ｂ）はその場合の平面図である。
【００６３】
　案内ステージ６０は、略円環状の案内レーン６１を有し、それ自体も略円環状を為して
いる。案内レーン６１の内周を形成する開口６２の大きさは、上記排出ステージの外壁部
４３が形成する円とほぼ同じ大きさとなっている。案内レーン６１の上面において、その
手前側となる部位（図７（ａ）では、奥側の部位）には、一段低く形成された段部６３が
形成されている。そして、段部６３から連続し、内方に緩やかな下り傾斜となった案内通
路６４が形成されている。案内通路６４において、その中央には、通路方向に延びるよう
にして溝部６４ａが形成されている。これにより、案内通路６４を流下する遊技球が同案
内通路６４から落下することを抑制することができる。
【００６４】
　案内レーン６１には、上記案内通路６４までの経路を、第１経路と第２経路とに分ける
分岐部６５が形成されている。第１経路は、遊技球が分岐部６５から時計回り方向に案内
レーン６１を流下して案内通路６４まで案内される経路であり、遊技球が流下するその案
内レーン６１の部位を第１通路６６と称する。一方、第２経路は、遊技球が分岐部６５か
ら反時計回り方向に案内レーン６１を流下して案内通路６４まで案内される経路であり、
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遊技球が流下するその案内レーン６１の部位を第２通路６７と称する。分岐部６５は、そ
の中央部６５ａが案内レーン６１の上面よりも上方に突出し、中央部６５ａから第１通路
６６又は第２通路６７に至るまで緩やかな下り傾斜となる略三角状を為している。また、
分岐部６５は、第１通路６６の長さと第２通路６７の長さとが異なるようにして案内レー
ン６１に形成されている。第１通路６６及び第２通路６７は、それぞれ分岐部６５から段
部６３に至るまで緩やかな下り傾斜となるように形成されている。さらに第１通路６６及
び第２通路６７は、その外周縁部に遊技球の落下を防止するための側壁が設けられている
が、その内周縁部には側壁が設けられておらず、開放されている。また、第１通路６６及
び第２通路６７の夫々の上面６６ａ及び６７ａが、下に凸となるように湾曲状に形成され
ており、その上面６６ａ，６７ａの曲率半径は、遊技球の半径よりも大きくなっている。
これにより、第１経路６６及び第２経路６７を流下する遊技球が、案内ステージ６０の開
口６２に落下し難くなっている。
【００６５】
　案内ステージ６０には、案内レーン６１の内周縁部であって、分岐部６５が位置する部
位に、上方に延びる有底（底部６８ａを有する）の導通路６８が形成されている。導通路
６８は略Ｕ字形状をなし、底部６８ａが分岐部６５に向けて下り傾斜となっている。この
底部６８ａの幅は、遊技球１個分程度とされており、その中心線上に前記分岐部６５の中
央部６５ａが位置する。また、導通路６８の上部には、転動ステージ７０を取り付けるた
めの取付部６９が形成されている。また、案内ステージ６０の底部には、排出ステージ４
０との位置合わせ用の凸部が形成されており、この凸部にネジ孔が形成されている。
【００６６】
　転動ステージ７０は、円盤状の転動部７１を有している。転動部７１の中央には、遊技
球１個分の孔部７２が形成されている。転動ステージ７０は、孔部７２と上記案内ステー
ジ６０の導通路６８とが位置合わせされて、同案内ステージ６０に取り付けられる。転動
部７１は、その外周部から内周部に向けて徐々に低位となるようにして傾斜している。転
動部７１の外周には一部を除いて一連の案内壁７３が一体形成されている。そして、転動
部７１の案内壁７３が形成されていない部分には、この転動部７１の接線方向に延びるよ
うにして導入部７４が一体形成されている。なお、この案内壁７３が形成されていない部
分は開放されているのではなく、導入部７４の側壁７５が案内壁としての機能を果たす。
【００６７】
　導入部７４は、外側端部が遊技球誘導板２２の落下孔２２ａの下方に位置しており、上
面７４ａは転動部７１に向けて徐々に低位となるように傾斜している。また、上面７４ａ
の外周には転動部７１との境界部分を除いて案内壁７６が一体形成されている。この導入
部７４に形成された案内壁７６は、転動部７１の案内壁７３と連続している。
【００６８】
　案内体２８は、案内通路６４が、胴体２６の外壁部４３及びフランジ部４９に夫々形成
された切欠４３ａ，４９ａに位置合わせされ、さらに案内ステージ６０に形成された凸部
とフランジ４９の孔部４９ｂとが組み合わされている。そして、その状態で案内ステージ
６０に形成された凸部のネジ孔にネジがねじ込まれて胴体２６に取り付けられる。案内体
２８の案内通路６４は、胴体２６の収容部３１に収容された回転体２７付近まで延びてい
る。したがって、案内レーン６１を流下した遊技球は、案内通路６４を流下し回転体２７
に案内される。
【００６９】
　次に、上記入賞役物ユニット２０に入球した遊技球の一連の流下について説明する。
【００７０】
　入賞役物ユニット２０の遊技球入口２１ａから入球した遊技球は、遊技球誘導板２２に
到達する。そして、遊技球は遊技球誘導板２２の傾斜に沿って落下孔２２ａに導かれ、誘
導部２２ｂから入賞役物２５に誘導される。
【００７１】
　入賞役物２５に誘導された遊技球は、先ず転動ステージ７０の導入部７５に到達する。



(14) JP 4923493 B2 2012.4.25

10

20

30

40

50

遊技球は、導入部７５の上面７５ａを案内壁７６に沿って流下することで転動部７１に導
入される。転動部７１に導入された遊技球は、孔部７２を中心に何周か転動した後、孔部
７２から案内ステージ６０の導通路６８を流下（落下）し、底部６８ａに到達する。そし
て、底部６８ａに到達した遊技球は、その下り傾斜に沿って分岐部６５に到達する。
【００７２】
　遊技球が導通路６８の底部６８ａから分岐部６５に到達した瞬間は、基本的に分岐部６
５の中央部６５ａに遊技球が位置する。分岐部６５は、略三角状に形成されており、その
中央部６５ａに位置する遊技球は不安定である。そして、分岐部６５の中央部６５ａに位
置する遊技球は、第１通路６６又は第２通路６７の何れかに振り分けられる。この分岐部
６５における遊技球の振り分けは、例えば遊技球が中央部６５ａに到達した瞬間の自転具
合や、中央部６５ａに到達した瞬間の傾き具合といったその時々の遊技球の状態によって
決定される。故に、遊技球が分岐部６５に到達した瞬間において、遊技者等は、その後、
遊技球が第１通路６６を流下するのか、或いは第２通路６７を流下するのかを知ることが
できない。本実施の形態では、第１通路６６と第２通路６７との長さが異なる構成であり
、第１通路６６よりも第２通路６７の方が長い。このため、遊技球が分岐部６５から段部
６３まで至るのに要する時間が、第１通路６６と第２通路６７とで異なり、故に遊技球が
回転体２７に到達するタイミングが異なる。
【００７３】
　案内通路６４に到達した遊技球は、溝部６４ａに沿って回転体２７に到達する。回転体
２７は、一方向（本実施の形態では時計回り方向）に一定の所定速度で回転している。回
転体２７には、上述のように入賞ガイド部５５を基準として、そこから回転体２７の周方
向におよそ１８０度の位置に排出ガイド部５６が形成されている。したがって、入賞ガイ
ド部５５及び排出ガイド部５６は、一定間隔で交互に案内通路６４と位置合わせされる。
図８は、遊技球が第１通路６６又は第２通路６７を流下して回転体２７に到達するタイミ
ングと、そのときに案内通路６４と位置合わせされる入賞ガイド部５５又は排出ガイド部
５６との関係を示すタイミングチャートである。図８に示すように、遊技球がタイミング
ｔ１で分岐部６５から第１通路６６を流下すると、その流下時間が経過したタイミングで
あるタイミングｔ２で回転体２７に到達する。一方、遊技球が前記タイミングｔ１で分岐
部６５から第２通路６７を流下すると、タイミングｔ２ではまだ回転体２７に到達しない
。これは、上記のとおり、第１通路６６よりも第２通路６７を長く設定し、回転体２７に
到達するタイミングを異なる構成としたためである。第２通路６７を流下した遊技球は、
タイミングｔ３で回転体２７に到達する。図８の（ａ）は、タイミングｔ２で入賞ガイド
部５５が案内通路６４と位置合わせされる場合を示しており、この場合、第１通路６６を
流下した遊技球は入賞ガイド部５５に取り込まれる。一方、この場合のタイミングｔ３で
は、タイミングｔ２から回転体２７が概ね半回転し、排出ガイド部５６が案内通路６４と
位置合わせされる。よって、第２通路６７を流下した遊技球は、排出ガイド部６７に取り
込まれる。また、図８の（ｂ）は、タイミングｔ２で排出ガイド部５６が案内通路６４と
位置合わせされる場合を示しており、この場合、第１通路６６を流下した遊技球は排出ガ
イド部５６に取り込まれる。一方、この場合のタイミングｔ３では、タイミングｔ２から
回転体２７が概ね半回転し、入賞ガイド部５５が案内通路６４と位置合わせされる。よっ
て、第２通路６７を流下した遊技球は、入賞ガイド部５５に取り込まれる。
【００７４】
　なお、案内通路６４を流下して回転体２７に到達した遊技球は溝部６４ａによって案内
通路６４から落下し難くなっており、入賞ガイド部５５又は排出ガイド部５６が案内通路
６４と位置合わせされるまで遊技球は案内通路６４上で概ね待機する。遊技球が案内通路
６４上で待機せず落下する場合として、入賞役物２５に入球した他の遊技球と衝突する、
遊技機に外力が加えられたりする、といった場合が挙げられる。
【００７５】
　遊技球が排出ガイド部５６に取り込まれると底部５６ａに到達する。そして、回転体２
７の回転によって排出ガイド部５６が排出通路４５と位置合わせされる。この場合、上記



(15) JP 4923493 B2 2012.4.25

10

20

30

40

50

の如く排出ガイド部５６の底部５６ａの高さ位置を設定したことにより、遊技球は排出通
路４５を流下して排出口４７から排出される（図６（ｃ）参照）。また、仮に何らかの原
因（例えば、排出口４７の球詰まり）によって遊技球が排出されない場合は、回転体２７
の更なる回転によって、遊技球をガイドする排出ガイド部５６が大当たり入賞通路３７と
位置合わせされる。この場合、上記の如く遊技球の流下方向には胴体２６の内壁部５１が
位置するため、排出ガイド部５６にガイドされた遊技球が大当たり入賞通路３７を流下す
ることはない（図６（ｂ）参照）。また、この遊技球は、回転体２７の更なる回転によっ
て排出ガイド部５６が排出通路４６と位置合わせされた場合に、排出口４８から排出され
る。
【００７６】
　一方、遊技球が入賞ガイド部５５に取り込まれると底部５５ａに到達する。そして、回
転体２７の回転によって入賞ガイド部５５が排出通路４５と位置合わせされる。この場合
、上記の如く、遊技球の流下方向には胴体２６の壁部３２が位置し、遊技球は排出されな
い（図６（ｃ）参照）。そして、回転体２７の更なる回転によって、入賞ガイド部５５が
大当たり入賞通路３７と位置合わせされると、遊技球は、入賞開口部５０を介して大当た
り入賞通路３７を流下する（図６（ａ）参照）。そして、大当たり入賞通路３７を流下す
る遊技球は、大当たり入賞口に入り、遊技者に大当たり遊技が付与される。このように、
遊技球が入賞ガイド部５５に取り込まれるとその後大当たり入賞口に導かれることが確実
である。このため、遊技者は遊技球が入賞ガイド部５５に取り込まれるか否かに注目する
こととなる。
【００７７】
　本実施の形態では、案内レーン４１（第１通路６６及び第２通路６７）の上面が、下に
凸となる湾曲状に形成されているため、案内レーン４１を流下する遊技球が、案内ステー
ジ４０の開口６２、つまり排出ステージ４０に落下することを抑制している。ところが、
案内レーン４１を流下する遊技球全てが排出ステージ４０に落下しないのではなく、一部
の遊技球は排出ステージ４０に落下することも考えられる。この場合、遊技球は排出レー
ン４１に到達する。排出レーン４１は、上記のように排出通路４５に向けて下り傾斜とな
っている。このため、排出レーン４１に到達した遊技球は、同排出レーン４１を排出通路
４５に向けて流下し、排出口４７から排出される。第１通路６５の流下途中で排出ステー
ジ４０に落下した遊技球も同様に、排出レーン４１を排出通路４６に向けて流下し、排出
口４８から排出される。
【００７８】
　次に、パチンコ機の電気的構成について、図９のブロック図に基づいて説明する。
【００７９】
　主制御装置８０には、演算装置である１チップマイコンとしてのＣＰＵ８１が搭載され
ている。ＣＰＵ８１には、そのＣＰＵ８１により実行される各種の制御プログラムや様々
な固定値データを記憶したＲＯＭ８２と、そのＲＯＭ８２内に記憶される制御プログラム
の実行に際して各種データ等を一時的に記憶するためのメモリであるＲＡＭ８３が内蔵さ
れている。また、ＲＯＭ８２やＲＡＭ８３の他に各種カウンタなどが内蔵されている。
【００８０】
　主制御装置８０のＣＰＵ８１には、入力ポート８４及び出力ポート８５が接続されてい
る。入力ポート８４には、一般入賞口１３への遊技球の入球を検出する一般入賞口検出セ
ンサ１３ａ、可変入賞装置１４内への遊技球の入球を検出する特別入賞口検出センサ１４
ａ及び大当たり入賞口への遊技球の入球を検出する大当たり入賞口検出センサ１８が接続
されている。一方、出力ポート８５には、入賞役物２５に設けられたモータ２９、可変入
賞装置１４、音声ランプ制御装置８６及び払出制御装置８７が接続されている。
【００８１】
　音声ランプ制御装置８６は、主制御装置８０から出力されるコマンドに基づいて遊技領
域１２に設けられたランプ部１７や図示しないスピーカを駆動制御する。また、払出制御
装置８７は、主制御装置８０から出力されるコマンドに基づいて図示しない払出装置を駆
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動制御することにより遊技球の払い出しを行う。
【００８２】
　次に、主制御装置８０内のＣＰＵ８１により実行される制御処理について図１０のフロ
ーチャートを参照して説明する。主制御装置８０のＣＰＵ８１においては遊技を統括管理
する様々な制御が実行されるが、ここでは、大当たり制御処理について説明する。
【００８３】
　大当たり制御処理では、まずステップＳ１０１にて大当たり入賞口検出センサ１８から
オン信号を入力したか否かを判定する。このオン信号を入力していなかった場合にはその
まま本処理を終了する。一方、オン信号を入力していた場合にはステップＳ１０２にて、
可変入賞装置１４の開放又は閉鎖するための可変入賞装置開閉処理を実行する。すなわち
、大当たり遊技状態のラウンド毎に可変入賞装置１４を開放し、最大開放時間が経過した
か、又は可変入賞装置１４内に遊技球が規定数だけ入賞したかを判定する。そして、これ
ら、何れかの条件が成立すると可変入賞装置１４を閉鎖する。このとき、遊技球が継続入
賞口へ入球したことを条件に可変入賞装置１４の連続開放を許容し、これを所定ラウンド
数繰り返す。
【００８４】
　また、主制御装置８０のＣＰＵ８１は、モータ２９を一定の回転速度で回転させるよう
駆動制御する。これにより、回転体２７は一定の回転速度で回転する。
【００８５】
　以上詳述した本実施の形態によれば、以下の優れた効果を奏する。
【００８６】
　入賞役物２５の案内ステージ６０において、転動ステージ７０から導入された遊技球が
回転体２７まで流下し得る案内レーン６０を、それぞれで流下時間が異なる第１通路６６
と第２通路６７とで構成した。そして、転動ステージ７０から案内ステージ６０に導入さ
れた遊技球を第１通路６６又は第２通路６７に振り分ける分岐部６５を設けた。これに対
し、従来の入賞役物では、遊技球の案内レーンにおける流下時間が１種類しかない構成で
あった。なお、この構成として、具体的には回転体までの案内レーンが１つしかない、或
いは回転体２７までの案内レーンが複数あるが、どれも同じ流下時間であるといった構成
が挙げられる。本実施の形態の入賞役物２５も、従来の入賞役物も、回転体の回転動作に
よって入賞ガイド部が案内通路と位置合わせされる周期と流下時間とから、遊技球を如何
なるタイミングで転動ステージから案内ステージに導入させるかを計ることが可能である
。従来の入賞役物では、前記タイミングで遊技機を叩いて遊技球を転動ステージから案内
ステージに導入させ、不正に遊技球を入賞ガイド部にガイドさせるといった行為が行われ
るおそれがある。この点、本構成の入賞役物２５では、前記タイミングが２つあり（第１
通路６６用及び第２通路６７用）、仮にどちらか一つのタイミングで遊技機を叩いても、
分岐部６５によって遊技球がその選択したタイミングとあった通路を流下するとは限らな
い。これにより、上記不正行為を抑制することができる。また、上記不正行為を抑制する
ことができるため、パチンコ機が叩く等の行為によって破損してしまうことも抑制するこ
とができる。
【００８７】
　また、遊技球が第１通路６６を流下する時間と第２通路６７を流下する時間とを異なる
構成とするために、第１通路６６と第２通路６７とを異なる長さにした。これにより、容
易に第１通路６６の流下時間と第２通路６７の流下時間とを異ならせることができる。
【００８８】
　また、上記のように、遊技球が分岐部６５から回転体２７まで流下するための通路を第
１通路６６及び第２通路６７の２種類で設定した。上記のような不正行為を抑制するため
には、分岐部６５から回転体２７までの通路を少なくとも２以上にすることが必要である
。故に、本構成のように通路を２種類とすることで、案内ステージ６０の構造の複雑化を
抑えつつ、上記不正行為を抑制することができる。
【００８９】
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　また、案内レーン６１を略円環状に形成し、分岐部６５から時計回り方向に第１通路６
６を、反時計回り方向に第２通路６７を形成した。第１通路６６と第２通路６７とを別個
に作る場合と比して、その作業が容易となる。
【００９０】
　また、第１通路６６及び第２通路６７の夫々の上面６６ａ，６７ａを、下に凸となるよ
うに湾曲状に形成した。これにより、第１通路６６及び第２通路６７を流下する遊技球が
、第１通路６６及び第２通路６７から落下するのを抑制することができる。
【００９１】
　また、上述のように第１通路６６及び第２通路６７を形成することで、遊技球の落下を
抑制しているが、完全に落下しない構成ではない。これにより、仮に遊技球が第１通路６
６又は第２通路６７を流下している最中に遊技機を叩いたりすると、遊技球はその通路６
６，６７から排出ステージ４０に落下し得る。排出ステージ４０に落下した遊技球は、排
出レーン４１を流下して排出通路４５，４６に導かれ、排出口４７，４８から排出される
。これにより、遊技機を叩いたりすることを抑制することができる。
【００９２】
　また、分岐部６５を案内レーン６１の上面から上に凸となる略三角状に形成し、その凸
部である中央部６５ａに位置する遊技球が不安定になるようにした。これにより、分岐部
６５を複雑な形状にすることなく、好適に遊技球を第１通路６６又は第２通路６７に振り
分けることができる。
【００９３】
　また、第１通路６６と第２通路６７との合流部位から回転体２７に延びるように形成さ
れた案内通路６４において、その中央に溝部６４ａを形成した。これにより、案内通路６
４を流下する遊技球がその流下途中で案内通路６４から落下してしまうのを抑制すること
ができる。さらに、入賞ガイド部５５又は排出ガイド部５６が案内通路６４と位置合わせ
されていない状況下で遊技球が回転体２７に到達した場合、溝部６４ａによって遊技球が
案内通路６４上で待機する。仮に、遊技球が案内通路６４上で待機しない構成であれば、
遊技球が回転体２７に到達したタイミングと回転体２７に形成されたガイド部が案内通路
６４と位置合わせされたタイミングとが一致しない場合、遊技球が案内通路６４から落下
してしまう。これでは、遊技者に不快感を与えるといった問題が生じる。この点、本構成
であれば、上記問題を解消することができる。
【００９４】
　さらに、上述のように、案内通路６４を流下する遊技球及び案内通路６４上で待機する
遊技球は、案内通路６４から落下し難い構成となっているが、完全に落下しない構成では
ない。つまり、不正に入賞ガイド部５５に遊技球を入球させようと遊技機を叩いたりする
と、遊技球は案内通路６４から排出ステージ４０に落下し得る。排出ステージ４０に落下
した遊技球は排出レーン４１を流下して排出通路４５，４６に導かれ、排出口４７，４８
から排出される。これにより、遊技球を叩いたりすることを抑制することができる。
【００９５】
　また、転動ステージ７０を入賞役物２５の構成要件とし、遊技球が転動部７１を数周転
動したのち、孔部７２を落下し分岐部６５（中央部６５ａ）に到達することとしたことに
より、遊技球が分岐部６５に到達するタイミングを計ることが困難となる。これにより、
上記不正行為をより一層抑制することができる。
【００９６】
　なお、上述した実施の形態の記載内容に限定されず、例えば次のように実施してもよい
。
【００９７】
　（ａ）上記実施の形態では、案内レーン６１において、第１通路６６及び第２通路６７
といった２つの通路を設定したが、更に多くの通路を追加設定しても良い。この場合でも
、それぞれの通路で遊技球の流下時間を異なるようにすることで、本実施の形態と同様の
効果を奏することとなる。但し、通路を３以上とすると、案内ステージ６０が複雑となる
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おそれがあるため、本実施のように２の通路を設定する構成が好適である。
【００９８】
　（ｂ）上記実施の形態では、案内レーン６１において、分岐部６５を設けた位置から第
１通路６６と第２通路６７との長さが異なり、その第１通路６６と第２通路６７とが合流
する部位に案内通路６４（段部６３を含む）を形成したが、これを次のように変更しても
良い。図１１は、その別構成の入賞役物１００の平面図を示す。なお、図１１では、転動
ステージを除いた図である。図１１に示すように、案内レーン１０１において、案内通路
１０２と案内通路１０３とを形成する。この場合、分岐部１０４から時計回り方向に案内
通路１０２までを第１通路１０５とし、分岐部１０４から反時計回り方向に案内通路１０
３までを第２通路１０６とする。そして、第１通路１０５の長さとと第２通路１０６の長
さとを異なるよう設定することで、本実施の形態と同様の効果を奏することができる。但
し、本実施の形態と異なり、案内通路が案内レーンに応じて形成される必要があるため、
案内ステージを簡易な構成とするのであれば、本構成が好適であるといえる。
【００９９】
　（ｃ）上記実施の形態では、遊技球が第１通路６６を流下する時間と第２通路６７を流
下する時間とを異ならせるために、第１通路６６と第２通路６７とを異なる長さとしたが
、これを、第１通路と第２通路を流下する遊技球の流下速度を異ならせる構成としても良
い。この流下速度を異ならせる構成として、例えば、第１通路６６と第２通路６７とで分
岐部６５から案内通路６４までの下り傾斜の傾斜度を異ならせる構成が考えられる。これ
により、第１通路６６と第２通路６７とが同じ長さであっても、流下速度が異なるため、
遊技球が案内通路６４に到達するに要する時間が異なる。これにより、本実施の形態と同
様の効果を奏することとなる。また、流下速度の異なる別構成として、例えば第１通路６
６上にラバー部材を設け、第１通路６６と第２通路６７と遊技球の流下に伴う摩擦力を異
ならせる構成が考えられる。この場合も、第１通路６６と第２通路６７とが同じ長さであ
っても、流下時間が夫々異なるため、本実施の形態と同様の効果を奏することとなる。
【０１００】
　（ｄ）上記実施の形態では、分岐部６５を案内レーン６１の上面から上と凸となる略三
角上に形成したが、これを変更して例えば案内レーン６１の上面から上方に突出した略球
状であっても良い。この場合、その略球状の分岐部上に位置する遊技球が、不安定となる
略球状であれば、本実施の形態と同様に、遊技球の自転具合等のその時々の状況で、遊技
球を第１通路６６又は第２通路６７に振り分ける。要は、分岐部６５は、分岐部上に位置
する遊技球が不安定となる形状であれば良く、その形状は任意である。
【０１０１】
　（ｅ）上記実施の形態では、案内通路６４に溝部６４ａを形成したが、例えば平坦面の
ように溝部６４を形成しない構成でも良い。この構成では、遊技球が案内通路６４を流下
して回転体２７に到達することがより困難となり、遊技球が大当たり入賞口に入球し難い
遊技機を提供することができる。また、上記実施の形態では、溝部６４ａによって回転体
２７に到達した遊技球は、回転体２７に形成されたガイド部（入賞ガイド部５５、排出ガ
イド部５６）に取り込まれるまで待機する構成としたが、これを変更し待機しない構成と
しても良い。この構成では、遊技球が回転体２７に到達したタイミングと前記ガイド部が
案内通路６４と位置合わせされたタイミングとが一致した場合に遊技球はガイド部にガイ
ドされ、その他は案内通路６４から落下して排出される。したがって、この構成とするこ
とでも遊技球が大当たり入賞口に入球し難い遊技機を提供することができる。また、この
場合、回転体２７に排出ガイド部５６を設けない構成とすることも可能である。この構成
では、上記の如く遊技球が回転体２７に到達したタイミングと、入賞ガイド部５５が案内
通路６４と位置合わせされたタイミングとが一致しないと、遊技球は案内通路６４から落
下して排出されるからである。
【０１０２】
　（ｆ）上記実施の形態では、遊技球が回転体２７に到達するタイミングと回転体２７の
回転位置との関係において、第１通路６６経由で回転体２７に到達するタイミングｔ２と
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第２通路６７経由で回転体２７に到達するタイミングｔ３との間で、回転体２７が概ね半
回転する構成とした。つまり、この構成では、例えばタイミングｔ２で入賞ガイド部５５
が案内通路６４と位置合わせされると、タイミングｔ３では排出ガイド部５６が案内通路
６４と位置合わせされる。これを、タイミングｔ２からタイミングｔ３までに回転体２７
が概ね半回転しない構成に変更しても良い。但し、この構成では、タイミングｔ２で案内
通路６４と位置合わせされたガイド部（入賞ガイド部５５又は排出ガイド部５６）が、タ
イミングｔ３で案内通路６４とずれた位置関係となる必要がある。この構成では、例えば
タイミングｔ２で入賞ガイド部５５が案内通路６４と位置合わせされた場合、タイミング
ｔ３では、入賞ガイド部５５は案内通路６４とずれた位置関係となる。したがって、タイ
ミングｔ３で回転体２７に到達した遊技球は待機し、回転体２７の回転によって排出ガイ
ド部５６が案内通路６４と位置合わせされたときに、排出ガイド部５６に取り込まれる。
この構成であれば、タイミングｔ２とタイミングｔ３との差が小さい場合でも、回転体２
７を半回転させるために回転体２７を高速回転させる必要がないし、回転体２７が半回転
するためにタイミングｔ２とタイミングｔ３との差を大きくする必要もない。
【０１０３】
　また、回転体２７において、入賞ガイド部５５と排出ガイド部５６とを近い位置関係で
配置しても良い。この場合、タイミングｔ２とタイミングｔ３との差（間隔）が小さい場
合、タイミングｔ２で入賞ガイド部５５が案内通路６４と位置合わせされた後、タイミン
グｔ３で排出ガイド部５６が案内通路６４と位置合わせされる入賞役物２５を提供するこ
とができる。
【０１０４】
　（ｇ）上記実施の形態では、回転体２７を一定速度で回転駆動させる構成としたが、こ
れを変更しても良い。例えば、回転速度を複数用意し、所定時間毎にその回転速度が変化
される構成である。この構成とすることにより、入賞ガイド部５５が案内通路６４と位置
合わせされる周期を計ることが困難となり、パチンコ機を叩いて不正に遊技球を入賞ガイ
ド部５５にガイドさせるといった不正行為を一層抑制することができる。
【０１０５】
　（ｈ）上記実施の形態では、回転体２７に入賞ガイド部５５を形成し、その回転動作に
より入賞ガイド部５５を変位させる構成としたが、回転動作以外で入賞ガイド部５５を変
位させる構成であっても良い。例えば、回転体２７を変更して、上下方向又は左右方向に
スライド移動する移動体を設け、その移動体に入賞ガイド部５５を設ける。そして、移動
体のスライド移動によって入賞ガイド部５５が変位される構成であれば良い。
【０１０６】
　（ｉ）上記実施の形態では、遊技球誘導板２２を入賞役物ユニット２０の構成要件とし
たが、遊技球誘導板２２を構成要件から除いて入賞役物ユニット２０を構成しても良い。
この場合、転動ステージ７０において、導入部７４を除き、入賞役物２５の転動ステージ
７０が遊技球誘導板２２の役割を果たすよう、転動部７１を大型にすれば良い。これによ
り、入賞役物ユニット２０を構成する部品点数が少なくなり、コストの低減を図ることが
できる。さらに、転動ステージ７０の構成を次のように変更しても良い。例えば、分岐部
６５に遊技球を落下させる落下通路を、分岐部６５の上方に設ける構成である。この場合
、本実施の構成のように遊技球が転動することなく分岐部６５に到達するが、遊技球が分
岐部６５で第１通路６６又は第２通路に振り分けられるため、本実施の構成と同様の効果
を得ることができる。要は、分岐部６５の中央部６５ａに遊技球が到達するようにすれば
良いため、その導入構成は任意である。
【０１０７】
　（ｊ）上記実施の形態では、有利口としての大当たり入賞口に遊技球が入った場合には
大当たり遊技状態が発生するパチンコ機について説明したが、他の遊技機に上記実施の形
態における入賞役物２５を設ける構成としてもよい。例えば、遊技領域に図柄表示装置を
備え、当該図柄表示装置において複数の図柄の変動表示を行うパチンコ機に入賞役物２５
を設ける構成としてもよい。この場合、遊技領域に設けられた所定の入賞口に遊技球が入
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ることにより図柄の変動表示が開始され、変動表示後に停止表示された図柄の組合せが所
定の図柄の組合せである場合には、入賞役物２５内への遊技球の入球を可能とし、入った
遊技球が入賞ガイド部５５にガイドされて大当たり入賞口に入球した場合には大当たり遊
技状態が発生する構成とする。本構成であれば、上記実施の形態よりも遊技に多様性を付
加することができる。
【０１０８】
　また、このように図柄表示装置を備えた遊技機において、入賞役物２５における大当た
り入賞口を変動開始入賞口とし、該変動開始入賞口に遊技球が入球することにより図柄表
示装置において複数の図柄の変動表示を開始する構成とする。そして、変動表示後に停止
表示された図柄の組合せが所定の図柄の組合せである場合には、大当たり遊技状態が発生
する構成とする。ちなみに、当該構成であっても、有利口としての変動開始入賞口に遊技
球が入球することにより、大当たり遊技状態を発生させるか否かの抽選の機会が遊技者に
付与されることとなるので、「有利口に遊技球が入球することにより遊技者に特典を付与
する」という要件を満たす。なお、変動開始入賞口に遊技球が入球することにより、図柄
の変動表示を開始させるとともに、所定個数の遊技球の払い出しを行う構成としてもよい
。
【０１０９】
　（ｋ）上記実施の形態では、入賞役物２５の排出口４７，４８を不利口として構成した
が、これを変更しても良い。例えば、大当たり入賞口に遊技球が入球した場合に遊技者に
付与される特典より小さい特典が付与される小当たり入賞口を設け、この小当たり入賞口
を不利口とする構成である。したがって、この変更に伴って排出ガイド部５６が小当たり
ガイド部５６とされ、排出通路４５，４６が小当たり入賞通路４５，４６とされる。この
場合であっても、不利口は「有利口への入球による特典と比して不利な特典を遊技者に付
与するために遊技球が入球する」という要件を満たす。
【０１１０】
　（ｌ）上記実施の形態の入賞役物ユニット２０において、ベース体２１の遊技球入口２
１ａを開閉する開閉部材を設け、同開閉部材が所定間隔で遊技球入口２１ａの開閉を行う
構成であっても良い。また、前記開閉部材を設ける構成において、所定の入賞口を設け、
通常の場合（入賞口に遊技球が入球していない場合）は、開閉部材によって遊技球入口２
１ａが閉状態となっており、入賞口に遊技球が入球することにより開閉部材によって遊技
球入口２１ａが開状態となる構成であっても良い。更に、この所定の入賞口を設ける構成
において、前記入賞口に遊技球が入球したことを条件に、開閉部材によって遊技球入口２
１ａを開状態にするか否かを決定する抽選手段を設ける構成であっても良い。この場合、
入賞口に遊技球が入球し、抽選手段による抽選結果が当選である場合に、開閉部材によっ
て遊技球入口２１ａが開状態となる。なお、開閉部材を設ける構成では、同開閉部材によ
って遊技球入口２１ａが開状態である場合に、遊技球が入賞役物ユニット２０に入球可能
となる。このように、遊技球入口２１ａに開閉部材を設けることにより、誘導釘群１９ａ
によって形成された誘導路を流下する遊技球が、入賞役物ユニット２０内に入球すること
が難しくなる。故に、入賞役物ユニット２０に入球し難い遊技機を提供することができる
。
【０１１１】
　（ｍ）遊技盤３０は、板状であって釘などを配設することができれば、どのような構成
であってもよく、例えば、ベニヤ板や合成樹脂板などであってもよい。また、遊技盤を透
明板とし、その裏面に導光板などを設け遊技盤面において光の演出を行う構成としてもよ
い。さらには、遊技盤を透明板とし、その裏面のほぼ全体に液晶装置を設け遊技盤面にお
いて表示演出を行う構成としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１１２】
【図１】一実施の形態におけるパチンコ機に設けられる遊技盤の構成を示す正面図である
。
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【図２】入賞役物ユニットの構成を示す正面図である。
【図３】入賞役物の構成を示す平面図である。
【図４】入賞役物の構成を示す分解斜視図である。
【図５】胴体の構成を示す分解斜視図である。
【図６】（ａ１）～（ｃ１）は、回転体の異なる位置での胴体及び回転体の平面図であり
、（ａ２）～（ｃ２）は、Ａ－Ａ～Ｃ－Ｃ線断面図である。
【図７】（ａ）案内体の構成を示す分解斜視図であり、（ｂ）は案内体の平面図である。
【図８】遊技球が回転体に到達するタイミングと回転体の回転位置との関係を説明するた
めのタイミングチャートである。
【図９】パチンコ機の電気的構成を示すブロック図である。
【図１０】大当たり制御処理を示すフローチャートである。
【図１１】別構成の入賞役物を示す平面図である。
【符号の説明】
【０１１３】
　１０…遊技盤、１１…レールとしてのレールユニット、１２…遊技領域、２５…入賞役
物、２６…胴体、２７…誘導体としての回転体、２９…駆動手段としてのモータ、３６…
開口部としての切欠部、４１…不利口導通路としての排出レーン、４５，４６…排出通路
、５１…壁部としての内壁部、５５…入賞ガイド部、６０…案内手段としての案内ステー
ジ、６１…案内通路としての案内レーン、６４…案内部としての案内通路、６５…分岐部
、６５ａ…頂部としての中央部、６６…第１案内通路としての第１通路、６７…第２案内
通路としての第２通路、７０…導入部としての転動ステージ、７１…転動部、７２…孔部
、８０…制御手段としての主制御装置。
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